
11
月
10
日
（
月
）
、
前
団
の
生

徒
は
早
朝
か
ら
バ
ス
に
揺
ら
れ
、

関
空
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
便
に
搭
乗
。

機
内
は
談
笑
で
満
た
さ
れ
、
離
陸

時
に
は
ど
よ
め
き
。
機
は
空
を
駆

け
上
が
っ
て
雲
の
上
へ
。
機
内
食

が
カ
ー
ト
で
運
ば
れ
て
来
た
頃
に

は
大
分
気
分
も
落
ち
着
き
、
皆
く

つ
ろ
い
だ
様

子
だ
っ
た
。

約
６
時
間
半
の

フ
ラ
イ
ト
を
経

て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
空
港
に
到
着
。

外
に
出
た
際
の

蒸
し
暑
さ
は
中
々
体
験
出
来
な
い

も
の
で
、
風
呂
場
に
入
っ
た
の
か

と
思
う
ほ
ど
で
あ
る
。

そ
の
後
、
バ
ス
で
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
。

海
鮮
中
華
で
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
、
あ
ち
こ
ち
で
シ
ャ
ッ
タ
ー

音
が
鳴
っ
た
。

ホ
テ
ル
で
割
り
当
て
ら
れ
た
部
屋

で
長
旅
の
疲
れ
を
癒
す
。
他
の
部

屋
へ
遊
び
に
行
く
生
徒
の
姿
も
あ
っ

た
。

（
前
団
・
高
嶺
）

バ
ス
に
揺
ら
れ
る
こ
と
２
時
間

半
。
着
い
た
関
西
空
港
で
、
悠
々

と
空
の
彼
方
に
か
す
ん
で
ゆ
く
飛

行
機
を
目
の
前
に
し
て
、
生
徒
達

は
色
め
き
立
っ
た
。
手
続
き
、
搭

乗
共
に
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、

生
徒
達
は
快
適
な
空
の
旅
を
楽
し

ん
だ
。
こ
の
間
の
機
内
食
は
、
昼

食
に
一
回
あ
っ
た
。
和
食
と
洋
食

の
二
択
で
、
前
者
は
蕎
麦
、
後
者

は
鶏
肉
が
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
と

し
て
出
さ
れ
た
。
機
内
で
は
各
人

に
テ
レ
ビ
画
面
が
用
意
さ
れ
、
映

画
や
ゲ
ー
ム
等
が
楽
し
め
た
。

(

前
団
・
鶩)

( 1 ) キマグレ 第173号 彦 根 東 高 校 新 聞 平成20年（2008年）11月11日（火）

い
よ
い
よ
始
ま
っ
た
海
外
研
修
旅
行
。
２
年
生
は
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
へ
む
け
て
昨
日
（
11
月
10
日
）
出
発
し
た
。
新
聞
部

で
は
こ
の
旅
行
の
様
子
を
、
現
地
か
ら
携
帯
メ
ー
ル
を
使
っ

て
送
ら
れ
て
き
た
記
事
と
写
真
で
お
伝
え
し
ま
す
。

これから毎号、旅先で得た面白い豆知識を紹介して

いきたい。今日は現地ガイドのミサさんから伺った、

先程も登場した通行無料の高速道路の話だ。シンガポー

ルの高速道路の脇には、大抵「ねむの木」が植えられ

てある。しかし、チャンギ空港近辺の道には部分的に、

街路樹が椰子の木になっている箇所がある。その例外

は何故のものか。ガイドのミサさん曰く「その道は緊

急時の滑走路になる」ということだ。緊急とは、すな

わち戦争のこと。緊急時には植えられた椰子の木の数

だけ、そこに軍人が付き、木をきりたおす。ねむの木

よりも、椰子の木の方が斬り倒し易い。そして、滑走

路は一時間以内に完成するという訳だ。バスに乗って

いた皆が「なるほど～!」と納得していた。たいした

考えではあるが、くだんの事態は起こらないことを願

う限りである。(前団・鶩)
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▼

搭
乗
し
た
飛
行
機

▲飛行機

内でリラッ

クス

▲シンガポール空港に着いた生

徒たち。



後
団
の
メ
ン

バ
ー
は
11

月
10

日
の
午
前
８
時

に
い
ろ
は
松
駐
車

場
に
集
ま
り
、
関
西

国
際
空
港
へ
向
け
て
バ
ス
で
の
長

旅
に
乗
り
出
し
た
。
バ
ス
の
中
で

は
ま
だ
見
ぬ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
期

待
感
を
抱
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、

皆
落
ち
着
か
な
い
様
子
だ
っ
た
。

４
時
間
の
道

の
り
を
経
て
空

港
に
到
着
す
る

と
、
興
奮
は
更

に
高
ま
っ
た
。

順
調
に
手
続
き

を
済
ま
せ
、
い

よ
い
よ
搭
乗
と
な
る
。
初
め
て
飛

行
機
に
乗
る
人
も
い
て
、
緊
張
と

期
待
か
ら
か
ざ
わ
め
き
は
止
ま
な

か
っ
た
。

飛
行
機
の
中
で
は
ゲ
ー
ム
や
映

画
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ぞ

れ
が
思
い
思
い
の
時
間
を
過
ご
し

て
い
た
。
ま
た
国
際
線
と
い

う
こ
と
で
機
内
食
の
他
に
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
サ
ー
ビ
ス

も
あ
り
、
至
れ
り
尽
く
せ
り

で
あ
っ
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
着
く
と
興
奮

は
最
高
潮
に
達
し
た
。
レ
ス
ト
ラ

ン
へ
の
道
中
、
道
沿
い
に
日
系
企

業
の
看
板
を
見
つ
け
た
こ
と
で
、

バ
ス
の
中
が
わ
っ
と
沸
き
上
が
る

一
幕
も
あ
っ
た
。

夕
食
は
中
華
料
理
で
、
人
気
だ
っ

た
の
が
杏
仁
豆
腐
で
あ
っ
た
。
こ

こ
で
も
そ
れ
ぞ
れ
写
真
を
撮
っ
た

り
と
自
由
に
時
間
を
過
ご
し
て
い

た
。
そ
の
後
ホ
テ
ル
で
解
散
と
な

り
、
忙
し
い
初
日
が
終
わ
っ
た
。

（
後
団
・
Ｙ
）

空
港
を
出
た
と
た
ん
む
し
む
し

し
た
し
け
っ
た
空
気
と
夏
の
よ
う

な
暖
か
い
気
候
が
体
を
包
ん
だ
。

道
路
の
近
く
に
生
え
て
い
る
木
々

さ
え
も
日
本
と
違
い
横
に
長
い
木
々

が
並
ぶ
。
そ
の
後
す
ぐ
に
バ
ス
に

乗
り
込
み
夕
食
の
会
場
で
あ
る
中

華
料
理
店
に
向
か
う
。シ

ン
ガ
ポ
ー
ル

の
高
速
道
路
は

な
ん
と
た
だ
！

お
か
げ
で
渋
滞

が
全
く
な
い
と

か
！
夕
食
会
場

に
は
バ
ス
ご
と

に
男
女
い
く
つ

か
に
分
か
れ
て

テ
ー
ブ
ル
に
着
い
た
。
木
耳
の
入
っ

た
ス
ー
プ
に
蟹
、
魚
、
イ
カ
の
フ

ラ
イ
や
炒
飯
、
杏
仁
豆
腐
が
だ
さ

れ
た
。
夕
食
に
つ
い
て
感
想
を
聞

く
と
一
組
女
子
は
「
日
本
の
お
米

が
最
高
、
イ
ン
デ
ィ
カ
米
は
ち
ょ
っ

と
…
」
「
塩
辛
い
」
「
な
ん
で
こ

ん
な
に
油
っ
こ
い
の
」
と
の
こ
と

だ
っ
た
が
、
そ
の
割
に
は
皆
よ
く

食
べ
て
い
た
。
ま
た
、
「
意
外
と

い
け
る
」
と
の
声
も
あ
っ
た
。
そ

の
後
一
同
は
再
度
バ
ス
に
乗
り
込

み
ホ
テ
ル
に
向
か
い
部
屋
に
入
っ

て
か
ら
は
思
い
思
い
の
こ
と
を
し

て
い
た
。

（
前
団
・
慧
）

「
飛
行
機
内
は
全
然
寒
く
な

か
っ
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
到

着
時
は
小
雨
。
そ
の
後
曇
り
。

湿
度
８
０
％
。
気
温
２
６
℃
。

半
袖
に
な
ら
な
く
て
も
、
長

袖
で
過
ご
せ
る
。
今
日
一
日
、
ど

こ
も
と
て
も
暑
い
、
寒
い
と
い
う

こ
と
は
な
か
っ
た
」
と
の
こ
と
。

( 1 ) キマグレ 第174号 彦 根 東 高 校 新 聞 平成20年（2008年）11月11日（火）
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→
楽
し
そ
う
な
夕
食
（
後
団
）

←
ゴ
ー
ル
デ
ン
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

ホ
テ
ル
の
部
屋
（
前
団
）

→
評
価
は
色
々
。
で
も
み
ん
な
よ
く
食
べ
て
い
た



曇
天
模
様
の
空
の

下
、
二
日
目
は
始
ま
っ

た
。後

団
の
行
動
は
午

前
中
は
ほ

と
ん
ど
前

団
と
同
じ
。

昼
食
の
飲

茶
の
時
に
前
団
と
鉢

合
わ
せ
と
な
り
、
久
々

の
再
会
を
喜
び
合
う

場
面
も
見
ら
れ
た
。

後
団
は
午
後
に
は

リ
バ
ー
ク
ル
ー
ズ
を

し
た
。
ク
ラ
ス
毎
に
船
に
乗

り
込
み
、
地
上
よ
り
低
い
川

の
水
面
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
町
を
見
渡
し
た
。
マ
ー
ラ

イ

オ

ン

が

違

う

角

度

か
ら
見
え
、
メ
ン
バ
ー
は
そ

の
迫
力
を
再
確
認
し
て
い
た
。

生
憎
小
雨
が
ぱ
ら
つ
く
気
候

だ
っ
た
が
、
地
上
と
は
違
う

角
度
で
見
る
町
並
み
に
、
メ
ン
バ
ー

た
ち
は
少
し
興
奮
気
味
だ
っ
た
。

船
内
に
流
る
る
曲
が
エ
ス
ニ
ッ
ク

な
雰
囲
気
を
更

に
も
り
立
て
て

い
た
。

チ
ャ
イ
ナ
タ

ウ
ン
や
ア
ラ
ブ

人
街
の
散
策
の

後
に
は
免
税
店

で
ギ
フ
ト
を
買

う
時
間
が
も
た

れ
た
。
貴
方
方

へ
の
ギ
フ
ト
も

あ
る
か
も
し
れ

な
い
。

夕
食
は
お
鍋

で
雑
炊
つ
き
の

豪
華
版
。
一
つ

の
鍋
を
多
人
数
で
突
く
っ
て
い
い

も
ん
だ
。
思
わ
ず
テ
ン
シ
ョ
ン
がa

g
e

で
『
ジ
ャ
ス
ミ
ン
テ
ィ
早
呑
み

競
争
』
な
ん
て
す
る
人
が
で
て
く

る
わ
け
な
の
で
す
。
店
員
さ
ん
も

明
る
く
て
ノ
リ
が
い
い
べ
。

か
く
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
町

を
満
喫
し
た
二
日
目
は
終
わ
り
を

告
げ
た
。

（
後
団
・
Ｙ
）

( 1 ) キマグレ 第175号 彦 根 東 高 校 新 聞 平成20年（2008年）11月12日（水）

速報新聞

発 行 所

彦根東高等学校

新聞部
彦根市金亀町４番７号

研
修
旅
行
２
日
目
。
午
前
は
前
団
後

団
と
も
に
同
じ
で
、
午
後
か
ら
が
ク

ラ
ス
別
研
修
と
い
う
日
程
だ
っ
た
。

▼マーライオンと共に

▲出発準備をするボート

▼鍋の前でハニカム

編
集
後
記

こ
の
キ
マ
グ
レ
は
、
部
員

た
ち
が
現
地
か
ら
そ
の
日
の

終
わ
り
に
１
日
の
リ
ポ
ー
ト

を
送
信
し
て
、
作
成
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
発
行
す
る

の
は
翌
朝
に
な
り
ま
す
。
ご

了
承
く
だ
さ
い
。



11
日
は
バ
ス
で

ク
ラ
ス
毎
に
市

内
の
名
所
を
廻

る
。
天
候
は
曇

天
で
小
雨
が
時
々
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
緑
を
大
切
に

し
て
お
り
、
予
想
し
て
い
た
ほ
ど

大
都
会
の
よ
う
に
も
見
え
ず
、

街
路
樹
だ
け
の
日
本
に
比
べ

る
と
非
常
に
開
放
的
で
あ
る
。

最
初
は
マ
ー
ラ
イ
オ
ン
パ
ー

ク
。
轟
々
と
水
を
吐
き
続
け

る
そ
の
像
を
バ
ッ
ク
に
集
合

写
真
を
撮
る
。
様
々
な
国
籍

の
人
々
で
賑
わ
う
公
園
で
、

露
天
も
見
ら
れ
た
。
次
に
向

か
っ
た
の
は
マ
ウ
ン
ト
フ
ェ
ー

バ
ー
と
い
う
高

台
。
こ
こ
は
観

光
客
は
少
な
い

も
の
の
、
街
並

み
の
眺
望
は
素
晴
ら

し
い
も
の
だ
っ
た
。

次
は
国
立
蘭
園
。

異
国
情
緒
溢
れ
る
様
々

な
花
々
が
道
の
両
側

を
埋
め
尽
く
し
、
幻

想
的
で
あ
っ
た
。

更
に
次
は
バ
ー

ド
パ
ー
ク
。
日
本
で

は
ま
ず
見
掛
け
な
い

鳥
が
何
種
類
と
エ
リ

ア
に
分
か
れ
て
観
覧

出
来
る
。
ま
た
、
係

員
に
よ
る
シ
ョ
ー
が

行
わ
れ
、
人
か
ら
人
へ
と
鳥
が
縦

横
無
尽
に
飛
び
移
り
、
会
場
は
拍

手
喝
采
に
包
ま
れ
た
。

最
後
に
向
か
う
は
Ｄ
Ｆ
Ｓ
ギ
ャ

ラ
リ
ア
と
い
う
免
税
店
で
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
。
高
価
な
商
品
が
多
い
も

の
の
、
１
階
に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
特
産
品
が
売
ら
れ
て
お
り
、
大

変
混
み
合
っ
て
い
た
。

明
日
は
マ
レ
ー
シ
ア
で
の
ホ
ー

ム
ビ
ジ
ッ
ト
で
あ
る
。

（
前
団
・
高
嶺
）

( 1 ) キマグレ 第176号 彦 根 東 高 校 新 聞 平成20年（2008年）11月12日（水 ）
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彦根東高等学校

新聞部
彦根市金亀町４番７号

▼

壮
観
か
な
、
マ
ー
ラ
イ
オ
ン

研修旅行の予定

１日目 11/10（月）
シンガポール空港（市内で

夕食）

２日目 11/11（火）
午前

シンガポール市内観光

マーライオンパークなど

午後 クラス別

１・４・６・９組は

バードパークなど

２・３・５・７・８組は

リバークルーズなど

３日目 11/１2（水）
マレーシアへ

ホームビジット

４日目 11/１3（木）
シンガポール市内班別自主

研修

ナイトサファリ（夕食）

シンガポール空港

５日目 11/１4（金）

帰国
関西国際空港へ



朝
７
時
の
モ
ー

ニ
ン
グ
コ
ー
ル
で
起
床
し
そ
の
３

０
分
後
に
は
ホ
テ
ル
五
階
の
ホ
ー

ル
で
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
の
朝
食
に

舌
鼓
を
う
っ
た
。
そ
こ
で
は
ケ
チ
ャ
ッ

プ
か
と
思
っ
た
も
の
が
チ
リ
ソ
ー

ス
だ
っ
た
り
と
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ

り
な
が

ら
も
楽

し
い
食
事
と
な
っ
た
。

そ
の
後
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
名
物
で

有
名
な
、
か
の
マ
ー
ラ
イ
オ
ン
公

園
に
向
か
っ
た
。
あ
い
に
く
天
気

は
曇
り
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
で
は
曇
り
で
日
が
当
た

ら
ず
雨
が
降
っ
て
な
い
の
が
一
番

良
い
天
気
ら
し
く
ま
さ
に
今
日
は

最
高
の
天
気
で
あ
っ
た
。
マ
ー
ラ

イ
オ
ン
の
前
で
ク
ラ
ス
ご
と
に
写

真
を
撮
っ
た
後
、
近
く
の
売
店
で

し
ば
ら
く
の
間
自
由
時
間
が
と
ら

れ
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
家
族
や
部
活
仲

間
な
ど
へ
の
お
土
産
を
吟
味
し
て

い
た
。
マ
ー
ラ
イ
オ
ン
公
園
の
次

は
一
同
は
展
望
台
へ
と
向
か
っ
た
。

（
前
団

慧
）

( 1 ) キマグレ 第177号 彦 根 東 高 校 新 聞 平成20年（2008年）11月12日（水 ）

速報新聞

発 行 所

彦根東高等学校

新聞部
彦根市金亀町４番７号

▼

ゴ
ー
ル
デ
ン
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
ホ
テ
ル
か
ら
の
眺
め
。
モ
ス
ク

が
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
。

今日のお題は、自動販売機について、にし

よう。日本にはいたる所にあるが、シンガポー

ルには無い、自動販売機。どうして無いのだ

ろうか。そこには日々、当たり前のように学

校でも駅でも、道端でも自動販売機の恩恵を

被っている私達には考えもつかない事情があっ

た。 自動販売機では飲料を金属の缶に入れ

て販売している。缶は殆どの人が正しくゴミ

箱に捨てるが、中にはそうでない人もいる。

しかしそんな道端に捨てられた空き缶一つ

が、シンガポール人約１００人の命を奪う。

なぜ? シンガポールにはスコールというに

わか雨がある。雨が降ると不法に捨てられた

缶に雨水が溜まる。放っておくと中に「ボウ

フラ」がわく。東南アジア人の天敵「蚊」の

幼虫が。この地域では様々な伝染病を蚊が媒

介する。湿度や気温は蚊の生育に適切である。

よって、自動販売機の設置は法律で禁止され

ており、道端に自動販機はないということに

つながっている。

ガイドさんのお話は毎日興味深いものばか

りで、どれを書こうか迷ってしまう。シンガ

ポール人が最高だと思う天候、街中に施され

たクリスマスのしつらえ、林立する高層ビル

の最上階について…今日は残念ながら紹介出

来なかったが、知りたい!と思われた方は帰

国後遠慮なく新聞部部室まで。（前団・鶩）

▼

蘭
園
の
よ
う
す
（
上
・
左
）
。
お
い
し
そ
う
な
昼
食
の
飲
茶
（
下
）



い
よ
い
よ
マ
レ
ー
シ
ア
へ
の
ホ
ー

ム
ビ
ジ
ッ
ト
を
控
え

る
三
日
目
。
国
境
を

初
め
て
陸
路
で
越
え

る
だ
け
あ
っ
て
頑
丈

な
鉄
条
網
を
想
起
し

た
も
の
の
、
実
際
は

橋
を
渡
る
途
中
と
い

う
非
常
に
曖
昧
な
代

物
で
あ
っ
た
。
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
を
走
る
に

従
っ
て
道
路
両
脇
に

土
気
色
が
混
じ
り
、

郊
外
の
熱
帯
原
生
林

が
視
界
を
緑
に
染
め

て
い
く
。
そ
し
て
到

着
し
た
村
。
各
班
が

指
定
さ
れ
た
家
に
連

れ
て
い
っ
て
頂
き
、

日
ご
ろ
の
英
語
の
学
習
の
成
果
を

試
す
と
い
う
訳
で
あ
る
。

班
毎
に
ゴ
ム
林
や
油
の
木
、
山

羊
の
見
学
な
ど
種
々
様
々
な
体
験

を
す
る
。
民
族
音
楽

や
家
族
と
の
集
合
写

真
、
そ
し
て
手
づ
く

り
の
昼
食
を
通
し
て

言
語
の
不
自
由
さ
を

越
え
て
い
く
。
退
村

式
で
は
互
い
の
代
表

が
挨
拶
し
、
お
土
産

を
頂
き
、
笑
顔
と
降
っ

て
湧
い
た
ス
コ
ー
ル

に
見
送
ら
れ
な
が
ら

バ
ス
に
乗
り
込
ん
だ
。

夕
食
は
マ
レ
ー
料
理

の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
辛

い
ス
タ
ミ
ナ
の
出
る

食
事
を
掻
き
込
む
。

明
日
は
各
班
で
現
地
の
大
学
生
と

自
由
に
市
内
散
策
に
出
掛
け
る
予

定
で
あ
る
。

（
前
団
・
高
嶺
）

( 1 ) キマグレ 第178号 彦 根 東 高 校 新 聞 平成20年（2008年）11月13日（木）

修
学
旅
行
の
３
日
目
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
の
ホ
ー
ム

ビ
ジ
ッ
ト
が
メ
イ
ン
と
な
る
。
、
歓
迎
式
の
後
は
ホ
ー

ム
ビ
ジ
ッ
ト
先
に
行
き
、
昼
食
も
各
家
庭
で
頂
い
た
。

速報新聞

発 行 所

彦根東高等学校

新聞部
彦根市金亀町４番７号

→
音
楽
に
迎
え
ら
れ
て
。

世界で日本人だけがするトイレの習慣があるそ

うだ。女性に理解者が多いと思うのだが、和式ト

イレを使う時に日本人は戸を背にして用をたして

いる。が、他の国は戸を前にしているそうだ。

この違い何故に？実は安全意識の違いがこれを

生み出したらしい。ガイドのミサさんの友人は驚

いたという。「戸から誰か入って来るかも知れな

いし、後ろから手が伸びて来るかも知れないじゃ

ない！」

日本人は和式トイレの戸に背を向けて久しい。

「これは日本が昔から安全だったということを象

徴しているのですね」ミサさんは目を細めた。

（前団・鶩）

↑ホームビジット先で。



三
日
目
は

晴
天
の
下
ス

タ
ー
ト
し
た
。

三
日
目
は
マ

レ
ー
シ
ア
の

民
家
の
お
家

に
ホ
ー
ム
ビ

ジ
ッ
ト
す
る

予
定
に
な
っ

て
い
る
。
朝

食
を
済
ま
せ
、

出
発
の
時
が

来
る
。
バ
ス

の
中
で
は
歩

き
回
っ
た
疲

れ
か
ら
か
寝

る
人
が
多
か
っ

た
。
記
憶
の

無
い
中
バ
ス

は
進
み
、
起

き
た
頃
に
は
日
本
で
言
う
と
こ
ろ

の
新
宿
の
よ
う
な
雰
囲
気
を
呈
す

る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
は
正
反
対
の
、

辺
り
を
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
囲
ま
れ
た

こ
れ
ぞ
『
Ｔ
Ｈ
Ｅ
・
熱
帯
』
と
い

う
雰
囲
気
の
マ
レ
ー
シ
ア
の
町
が

広
が
っ
て
い
た
。
到
着
し
た
が
、

皆
の
動
き
は
緊
張
や
不
安
か
ら
か

固
か
っ
た
。
無
言
の
ま
ま
そ
れ
ぞ

れ
の
お
宅
へ
向
か
う
。

私
た
ち
が
訪
れ
た
お
宅
で
は
、

冷
蔵
庫
の
会
社
を
営
ん
で
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
い
う
お
じ
さ
ん
が
出
迎

え
て
下
さ
っ
た
。
慣
れ
な
い
マ
レ
ー

シ
ア
の
環
境
、
そ
し
て
言
語
に
戸

惑
い
、
な
か
な
か
話
す
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
マ
レ
ー

料
理
や
熱
帯
産
の
果
物
、
数
々
の

伝
統
文
化
、
自
然
を
体
験
さ
せ
て

く
だ
さ
る
な
ど
の
も
て
な
し
を
受

け
る
に
従
い
、
徐
々

に
心
が
打
ち
解
け

て
い
っ
た
。

最
後
に

皆
が
集
合

し
た
と
き

も
、
最
初

の
雰
囲
気

が
嘘
の
よ

う
に
99
パ
ー

セ
ン
ト
く
ら
い
の
笑
顔
に

溢
れ
て
い
た
。
現
地
の
お

坊
ち
ゃ
ま
や
お
嬢
さ
ん
た

ち
も
一
緒
に
な
っ
て
盛
り

上
が
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

最
後
に
生
徒
代
表
が

『
マ
レ
ー
シ
ア
は
ビ
ュ
ー

テ
ィ
フ
ル
な
シ
テ
ィ
だ
』

と
言
う
と
、
現
地
の
人
に
笑
顔
が

浮
か
ん
だ
。
感
動
し
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
の
帰
り
に
は

午
前
中
の
晴
れ
と
は
一
転
し
て
激

し
い
ス
コ
ー
ル
が
あ
り
、
ひ
ど
い

雷
に
ざ
わ
つ
く
場
面
を
あ
っ
た
。

夕
飯
の
マ
レ
ー
料
理
を
食
べ
、
就

寝
。
マ
レ
ー
料
理
は
辛
い
物
も
あ
っ

た
が
、
そ
れ
な
り
に
好
評
で
あ
っ

た
。シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
と
は
ま
た
違
う

文
化
を
感
じ
る
こ
と
の
デ
キ
タ
一

日
だ
っ
た
。

（
後
団
・
Ｙ
）

( 1 ) キマグレ 第179号 彦 根 東 高 校 新 聞 平成20年（2008年）11月13日（木）

速報新聞

発 行 所

彦根東高等学校

新聞部
彦根市金亀町４番７号

→
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
で
の
食
事
風
景

▲民族衣装を着たお家の方

▲マレーシアの街並み



最
終
日
。

天
候
は
相
変

わ
ら
ず
の
曇

り
空
。
班
別

自
主
研
修
の

始
ま
り
で
あ

る
。現

地
の
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル

大
学
の
学
生

ガ
イ
ド
と
共

に
一
斉
に
ホ

テ
ル
か
ら
旅

立
っ
て
い
く
。

最

後

の
朝

食

も

相
変

わ

ら

ず
の

美
味
し
さ
。
市
外
を
巡

り
、
大
分
馴
染
ん
だ
英

語
と
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で

行
き
先
を
聞
い
て
も
ら

う
。
地
下
鉄
で
あ
ち
こ

ち
を
廻
り
、
予
定
に
沿
っ

て
歩
く
。
途
中
で
ま
た

も
ス
コ
ー
ル
に
遭
っ
た

り
、
高
層
ビ
ル
群
に
囲

ま
れ
て
道
を
間
違
っ
た

り
と
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
っ

た
も
の
の
、
財
布
を
ど

ん
ど
ん
軽
く
、
手
荷
物

は
段
々
重
く
し
て
集
合

場
所
に
到
着
。

夕
食
は
サ
フ
ァ
リ
パ
ー

ク
で
の
バ
イ
キ
ン
グ
。

時
間
も
長
く
取
ら
れ
、
席
は
沸
い

た
。
辺
り
も
暗
く
な
り
、
カ
メ
ラ

の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
が
あ
ち
こ
ち
で
瞬

く
。
最
後
の
イ
ベ
ン
ト
は
ト
ラ
ム

と
い
う
車
両
に
搭
乗
し
て
森
の
動

物
達
を
眺
め
る
ナ
イ
ト
サ
フ
ァ
リ
。

ラ
イ
オ
ン
、
ゾ
ウ
、
カ
バ
や
バ
ク
ー

な
ど
が
淡
い
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
で
映

し
出
さ
れ
、
車
内
か

ら
感
嘆
の
声
が
上
が

る
。空

港
に
向
か
う
バ
ス

の
中
。
寝
息
と
談
笑

が
掻
き
混
ぜ
る
ゆ
っ

た
り
と
し
た
雰
囲
気
。

こ
の
旅
行
を
さ
せ
て

頂
い
た
親
に
、
改
め

て
感
謝
す
る
次
第
で

あ
る
。（

前
団
・
高
嶺
）

( 1 ) キマグレ 第180号 彦 根 東 高 校 新 聞 平成20年（2008年）11月14日（金）

速報新聞

発 行 所

彦根東高等学校

新聞部
彦根市金亀町４番７号

４
日
目
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
市
内
の
班
別
研
修
と
、
ナ
イ
ト
サ
フ
ァ

リ
。
深
夜
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
発
ち
、
本
日
彦
根
に
到
着
す
る
。

▼

Ｍ
Ｒ
Ｔ
の
切
符
を
買
う
。

▼ シンガポール大学の生徒学生と対面

今回の研修ではシンガポールの街中をバスで走る

機会が多かった。バスから外を眺めていると、何故

か、清々しくなった。誰に言われることなく、先入

観なく、そう感じた。

ガイドのミサさんが答えを教えてくれた。端的に

言うと、街中に緑が多いからということだった。確

かに言われて見れば周囲は緑だらけだった。街の中

にも林が広がっている。「だから爽やかなのか～」。

しかし実は、街の緑の存在には更に所以があった。

シンガポールでは、何にも使用されず空いている

土地には、全て芝生を植えなければならないという

法律があるのだそうだ。また、道端にある標識、ガー

ドレールなどの人工的なものは基本的に緑色に塗装

されるのだそうだ。だから街中は建造物以外、殆ど

爽やかな緑色をしている。少し騙されたような感じ

もするが、清々しいのは良いなぁと思った。

（前団・鶩）



い
よ
い
よ
最
終
日
、
今
日
で

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
も
お
さ
ら
ば
で

あ
る
。
そ
ろ
そ
ろ

恋
し
く
な
っ
て
き

た
日
本
食
も
も

う
す
ぐ
食
べ
ら

れ
る
。
と
い
う

こ
と
で
、
皆
の

顔
に
も
ど
こ

と
無
く
安
堵

が
感
じ
ら
れ

る
。
あ
れ
、

感
じ
ら
れ
な

い
？
そ
う
で

す
か
。

今
日
は
班

毎
に
別
れ
、

現
地
の
大
学

生
が
付
き
添
っ

て
の
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
市
内

観
光
を
す
る
。

タ
ウ
ン
や
セ

ン
ト
ー
サ
島

な
ど
観
光
地

は
多
数
あ
り
、

事
前
に
話
し

合
っ
て
決
め

た
行
動
計
画

に
沿
っ
て
観

光
を
楽
し
む

わ
け
だ
。

後
団
の
メ

ン
バ
ー
は
ホ

テ
ル
の
場
所

の
都
合
上
、
バ
ス
で
ニ
ュ
ー
ト
ン

駅
に
移
動
し
て
か
ら
行
動
す
る
。

行
き
の
バ
ス
の
中
は
別
段
普
段
と

変
わ
っ
た
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
。

移
動
に
は
地
下
鉄
な
ど
の
交
通

機
関
を
使
う
。
交
通
網
が

発
達
し
て
お
り
、
か
な
り

ス
ム
ー
ズ
に
移
動
で
き
る
。

ハ
イ
テ
ク
だ
。

わ
た
く
し
の
グ
ル
ー
プ

で
は
現
地
の
大
学
生
と
ア

ニ
メ
の
話
で
盛
り
上
が
っ

た
が
他
の
班
の
こ
と
は
知

ら
な
い
の
で
こ
こ
で
は
こ

れ
以
上
語
ら
な
い
。
ご
想

像
に
お
任
せ
し
ま

す
。そ

の
後
は
動
物

園
の
方
へ
行
き
、

夕
食
と
こ
の
旅
最

後
の
行
事
と
な
る

ナ
イ
ト
サ
フ
ァ
リ

に
く
り
だ
し
た
。

ナ
イ
ト
サ
フ
ァ
リ

で
は
象
な
ど
の
お

馴
染
み
の
動
物
か

ら
世
界
四
大
珍
獣

ま
で
様
々
な
種
類

の
動
物
を
見
る
こ

と
が
で
き
、
皆
楽

し
ん
で
い
る
よ
う

だ
っ
た
。

四
日
間
も
日
本
を
飛
び
出
し
異

文
化
を
感
じ
た
私
た
ち
が
、
肌
が

黒
く
な
る
以
外
の
変
化
を
し
て
あ

な
た
が
た
に
あ
え
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

（
後
団
・
Ｙ
）

( 1 ) キマグレ 第181号 彦 根 東 高 校 新 聞 平成20年（2008年）11月14日（金）

速報新聞

発 行 所

彦根東高等学校

新聞部
彦根市金亀町４番７号

▼

僕
の
お
店
に
お
い
で ▲ うきうき 市内観光。

▼

地
下
鉄
で
街
に
繰
り
出
す
若
者
達



今
日
は
班
別
研
修
で

現
地
学
生
の
方
達
と
に
率

い
て
も
ら
い
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
国
内
を
回
っ
た
。

チ
ャ
イ
ナ
タ

ウ
ン
、
セ
ン

ト
ー
サ
島
と

有
名
所
を
回

る
班
は
多
く
、
足
が
棒
に

な
る

ま
で
歩
き
回
っ
た
よ
う
だ
。
学
生

と
別
れ
夕
食
場
所
で
あ
る
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
動
物
園
に
来
た
一
同
は
一

様
に
疲
れ
た
様
子
で
あ
っ
た
が
、

バ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
よ
う
だ
。

バ

イ
キ

ン

グ
の

中

に
は

日

本
料

理

も
少

し
だ
け
あ
っ
た
。
そ
の

後
ナ
イ
ト
サ
フ
ァ
リ
に

向
か
っ
た
一
同
は
夜
に

活
動
す
る
動
物
達
を
い

く
つ
か
は
確
認
で
き
な

か
っ
た
よ
う
だ
が
楽
し

ん
だ
よ
う
だ
。

そ
の
後
再
び
一
同
は
バ

ス
に
乗
り
込
み
チ
ャ
ン
ギ
空
港
に
。

鞄
が
壊
れ
る
な
ど
多
少
の
ハ
プ
ニ

ン
グ
が
あ
っ
た
生
徒
も
あ
っ
た
も

の
の
順
調
に
手
続
き
を
す
ま
せ
た
。

（
前
団
・
慧
）

※
お
読
み
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
聞
部
一
同

( 1 ) キマグレ 第182号 彦 根 東 高 校 新 聞 平成20年（2008年）11月14日（金）

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大
学
の
大
学
生
と
の

交
流
を
終
え
た
生
徒
た
ち
は
バ
ス
に
乗

り
込
み
、
研
修
最
後
と
な
る
ナ
イ
ト
サ

フ
ァ
リ
が
行
わ
れ
る
動
物
園
へ
と
向
か
っ

た
。
こ
の
動
物
園
で
は
動
物
を
放
し
飼

い
し
て
お
り
、
世
界
中
か
ら
高
い
評
価

を
受
け
て
い
る
と
い
う
。
生
徒
は
こ
の

動
物
園
で
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
の
夕
食
を
と
っ

た
。
料
理
は
特
に
辛
い
も
の
や
刺
激
の
強

い
も
の
も
な
く
、
日
本
人
の
口
に
合
っ
た

も
の
だ
っ
た
。

夕
食
後
は
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
ま
で
の
時

間
を
利
用
し
て
現
地
の
人
々
に
よ
る
熱
狂

的
な
ス
テ
ー
ジ
を
鑑
賞
し
た
り
、
買
い
物

を
楽
し
ん
だ
り
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
裸

に
ふ
ん
ど
し
を
着
け
た
だ
け
の
よ
う
な
姿

の
男
性
た
ち
が
、

燃
え
さ
か
る
棒
を

振
り
回
し
た
り
口

か
ら
火
を
吐
い
た
り
し
て
、

観
客
を
盛
り
上
が
ら
せ
た
。

途
中
本
校
の
生
徒
も
、
ス
テ
ー

ジ
上
に
あ
が
っ
て
、
ま
ね
を

し
た
り
し
た
一
面
も
あ
っ
た
。

時
間
は
飛
ぶ
よ
う
に
過
ぎ

て
、
と
う
と
う
最
後
の
研
修
に
な
る
ト
ラ

ム
ツ
ア
ー
の
時
間
に
な
っ
た
。
ト
ラ
ム
で

は
日
本
語
が
話
せ
る
現
地
ガ
イ
ド
が
動
物

の
紹
介
を
し
て
く
れ
た
。
カ
ピ
バ
ラ
や
シ

カ
な
ど
か
わ
い
い
動
物
も
い
れ
ば
、
ラ
イ

オ
ン
や
ト
ラ
、
ハ
イ
エ
ナ
の
よ
う
に
自
然

と
息
を
ひ
そ
め
て
し
ま
う
も
の
も
い
た
。

公
園
内
で
観
察
し
た
動
物
の
中
に
は
絶

滅
寸
前
で
あ
る
も
の
も
多
か
っ
た
。
あ
る

生
徒
は
「
危
機
に
瀕
し
て
い
る
動
物
を
目

の
当
た
り
に
し
て
、
世
界
の
環
境
問
題
の

重
大
さ
を
実
感
し
た
だ
け
で
な
く
、
普
段
、

図
鑑
で
し
か
見
ら
れ
な
い
動
物
を
実
際
に

見
ら
れ
た
こ
と
も
大
き
な
収
穫
に
な
っ
た

と
思
う
」
と
感
想
を
話
し
た
。

（
前
団
・
鶩
）
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彦根東高等学校
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▲

夕
食
は
た
ら
ふ
く
バ
イ
キ
ン
グ

▲動物園でカ

ワウソを発見！

編
集
後
記

▲セントーサ島に

は野生の孔雀が。
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